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1．はじめに

　広島商工会議所では，平成20年６月から日本商工
会議所より業務委託を受けて，「ジョブ・カード制
度推進事業」に取り組み，平成26年度で６年目を迎
えた。
　この間，全国112ヵ所の地域ジョブ・カード（サ
ポート）センターの商工会議所では，中小企業での
人材育成・確保に向けた取り組みを支援をするため
に，ジョブ・カード普及サポーター企業を開拓し，
そのうち，雇用型訓練の実施を希望する企業に対し
ては，訓練カリキュラムや評価シート，申請書類の
作成，助成金の支給申請に当たっての支援を行って
きた。
　本稿では，前号（『技能と技術』誌278号pp41−
47）に引き続き，広島県の企業「ひろでん中国新聞
旅行株式会社」における有期実習型訓練の導入・活
用促進の取り組みについて，その内容と成果を報告
する。

2．「ジョブ・カード制度」とは

　訓練対象者は，フリーターや子育て終了者等が企
業との雇用関係のもとで３ヵ月超〜６ヵ月以下の訓
練期間で実施する「有期実習型訓練」である。平成
20年からの活動実績は，雇用型訓練を終了した
45,844人の89.7%に相当する41,139人が正社員として
採用された（平成26年７月末現在）。

３．ひろでん中国新聞旅行㈱の取り組み

3.1　制度の活用に取り組んだ目的

　ひろでん中国新聞旅行㈱（以下，当社という）は，
平成14年12月に広島電鉄㈱と中国新聞社が出資して

図１　「ジョブ・カード」って何？

図２　「ジョブ・カード」制度の全体像

広島商工会議所 今村　榮一

ジョブ・カード制度を活用した
正社員化の取り組み

－契約社員を正社員に登用する研修制度を確立－



－32－技能と技術　1/2015

設立した会社に，広電観光㈱の旅行事業部門と中国
新聞トラベルサービスを統合し，平成15年10月から
本格的に営業を開始しました。
　店舗は，本社・営業所（広島市）と呉営業所，福
山営業所の３ヵ所にあります。従業員数は，正社員
と契約社員を含めて60人ですが，そのうち，２割近
くが契約社員です。これまでは，新卒，既卒を含め
て全員を契約社員として採用し，入社してから２年
間が経過した段階で，半年に１回実施している人事

考課と社内試験で一定の基準を満たした場合に，正
社員として登用してきました。
　そのような中で，急速なIT技術の進歩に伴い，
旅行業界でも従来の営業スタイルからの転換を余儀
なくされています。このため，当社でも，インター
ネットを活用した販売にも力を入れ始めました。ま
た，地元の広島市を発着地とする独自性を生かした
高品質な旅づくりを目指し，刻々と変化する時代の
流れに対応するとともに，旅行業に必要な幅広い知
識を身に付けてもらい，当社の将来を担う人材の育
成を目的とした社員研修に取り組みたいと思ってい
ました。
　このようなときに，広島商工会議所の広島県地域
ジョブ・カードセンターの制度普及推進員の方から，
ジョブ・カードを使った人材の育成策について紹介
してもらう機会を得ました。この制度普及推進員か
ら勧められたジョブ・カードを活用した有期実習型
訓練は，入社して２年間が経過した経験が浅い契約
社員を正社員に転換するキャリア・アップ型でした。
　これまでに自分自身が経験してきたことを旅行業
法や関連約款などに基づいて整理し，「さらなるキャ
リア・アップを目指す」「旅行商品の企画と販売が

図３　ひろでん中国新聞旅行㈱の人材育成フロー図

＜企業概要＞
■所 在 地：広島市中区
■業　　種：旅行業
■資 本 金：１億円
■従業員数：60人
■U R L：http://www.topic-tour.co.jp/
＜訓練概要＞
■コース名：営業社員登用コース
■職　　種：営業
■訓練生数：８人
■期　　間：平成25年11月〜 26年２月
■種　　別：有期実習型訓練（キャリア・アップ型）
　　　　　　（これまで５回実施し、９人を正社員採用）

ひろでん中国新聞旅行㈱の企業概要

訓練カリキュラム
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できるようになる」ということを今後の目標に掲げ
させることができるとともに，「そのために必要な
知識を身に付けてほしい」という当社のねらいを訓
練カリキュラムに入れ込めることが分かりました。

3.2　具体的な取り組み内容

　当社では，以下のとおり，これまでに４回の有期
実習型訓練（いずれも，キャリア・アップ型）を終
了し，５回目の訓練に取り組んでいるところです。
　１回目の訓練を開始するに当たっては，訓練カリ
キュラムの内容を精査しました。「旅行商品の企画
と販売ができること」を目標とした訓練カリキュラ
ムは，一般社団法人日本旅行業協会が開催している
研修（海外旅行業務に３年以上従事した者が国家資
格である「総合旅行業務取扱管理者試験」を受験す
るに当たって科目免除を受けられる研修）と同等レ
ベルであることから，その内容を組み入れました。
　さらに，旅行商品の取引に付随する関連商品（傷
害保険）の取扱方法や広告掲載基準と景品の規約，
苦情の取り扱い，マナー研修も入れ込みました。

　Off−JTは85時間，OJTは
325時間とし，主に一般社
団法人日本旅行業協会が発
行している教材を使用しま
した。

　具体的な訓練内容として
は，Off−JTでは，
①�オリエンテーションでの
訓練内容や評価などの説
明，
②�旅行業法と標準旅行業約
款の理解と解説，
③�電車や航空会社などの運
賃規則の理解，
④�国内・国際の主要観光地
を知る，
⑤�旅券や検疫，出入国管
理，外為法などの理解，
⑥�旅行業に必要な語学の習
得，
⑦�旅行広告作成と景品規約，
表示規則および傷害保険
に関する募取法（正しい
保険募集を行わせること図４　ジョブ・カード様式４⑴

写真１　キックオフ当日（オリエンテーション）
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　を目的とした保険募集取締に関する法律）の理解，
⑧�苦情処理，
⑨�接遇基礎（実技），
を設定しました。
　また，OJTについては，インフォメーション業務
や手配業務，情報チャンネルの活用，店頭での販売
実務を日々の業務を行いながら，先輩社員が務めた
講師から学んで実践することとし，併せて，実践し
たことを毎日，訓練日誌に記入させました。

3.3　阻害要因とそれを乗り越えるための工夫

　４ヵ月にわたる長期間の訓練であり，内容もハー
ドなものであったため，訓練生にとっては，日頃の
業務プラスアルファの訓練にかかる負担は大変大き

いものでした。特にOff−JTは，就業時間後に実施
することが多かったためです。
　また，訓練の実施に当たり，繁忙期に当たる時期
には，講師を務めた先輩社員も含め，スジュールを
調整することが難しいケースも見受けられました。
どうしてもスケジュール調整が難しい場合は，講師
となった社員が個人的に対応するなど，社内の講師
同士の連携で訓練を進めました。

3.4　制度の活用による具体的な効果

　今回の有期実習型訓練の実施において，具体的な
訓練カリキュラムを作成したことによって，勤続３
年目の契約社員を正社員に転換するための社員研修
を，継続的に行う制度が確立できました。

　OJTについては，表計算ソフ
トで作成したカレンダー形式の
訓練計画書に，訓練を行った時
間数を訓練生に入力させ，自ら
の訓練時間の把握に努めさせな
がら，訓練日誌に記入させまし
た。このことによって，日常業
務を振り返ることができたうえ，
所属長に訓練日誌を提出して意
見を聞くことで，今後の課題を
見つけ出すことができました。
　一方，Off−JTについては，
訓練計画書に講師の名前と履修
科目の一覧，時間数を事前に入
力しておき，講師を務めた社員
は，自分が担当する訓練を行う
当日に時間数を入力しました。
これによって，講師，訓練生と
も，訓練計画書をみれば，「いつ，
どの科目の訓練を行うのか」を
確認することができました。
　Off−JTの講師は先輩社員が
務めたので，訓練生を教育する
ために自らも学ぶことによっ
て，社員全員のレベルアップに
もつながりました。図５　ジョブ・カード様式４⑵
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　正社員として採用された訓練生に感想を聞いたと
ころ，「旅行業法や約款など，独学では理解が難し
いものを訓練中に学び，理解できたことはよかった」
「マナー研修で学んだことを，さっそく日々の業務に
生かせた」など，日常業務では得られなかったこと
を着実に自分のものにし，実践しようとしている姿
勢もみられました。
　ジョブ・カード制度の有期実習型訓練による契約
社員の正社員登用は，当社の事業内職業能力開発計
画の体系図に位置づけており，４ヵ月間の訓練を修
了した後の正社員登用と，その後の人事考課による
正社員登用をいずれも制度化してい
ます。
　今後の課題としては，
①�現在の制度を人材育成のために，
継続的に活用していくこと，
②�訓練生の自発的な意識改革を促す
ための制度に，つくり上げていく
こと，
③�訓練を通じて，日頃接する機会が少
ない他部署の人たちと交流し，社員
同士の連携を強めていくこと，
があげられます。

　現在，当社では，学生用ジョブ・
カードを取り入れた採用活動をする
準備をしています。これまでの応募
者には，任意の履歴書を提出しても
らっていましたが，内容にバラツキ
がありましたので，選考には苦慮し
ていました。学生用ジョブ・カード
に記入するに当たっては，自分自身
を見つめ直し，これまで経験してき
たことをもとに，目標をじっくりと
考えることが要求されるため，短い
時間での採用面接では読み取れな
かったところまで掘り下げて，学生
と向き合うことができるのではない
かと期待しています。
　また，入社試験の際に記入した学

生用ジョブ・カードを，１年後に実施する契約社員
を対象とした研修の際に見返すことにより，自分を
見つめ直す機会になるので，必要に応じて目標を定

写真２　Off−JTの様子

⽂文 ⽣生

図６　ジョブ・カード様式３
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め直し，自らのレベルアップを図ることができま
す。さらに，こうしたことを当社全体のレベルアッ
プにつなげていくことが，学生用ジョブ・カードの
活用と有期実習型訓練を実施するうえで，大きな意
義を持つものであると考えています。

４．本事例のまとめ

　この取り組みは，平成26年7月17日開催の「ジョ
ブ・カード制度企業説明会」（参加者100人）において，

企業導入事例として同社社長 榎崎 哲也氏，総務部
主任 荒谷 佳余子氏よりWeb動画（http://www.jc-
center.jp）も使用して発表していただいた。
　参加者からは
・�公の制度を自社の制度として浸透されて，訓練生

ジョブ・カード
求職者の職業能力を証明する４種類のシート（①履
歴シート、②職務経歴シート、③キャリアシート、
④評価シート）です。履歴書などにはない求職者に
関する詳細な情報が記載されているので、短時間の
採用面接では分からない求職者の職業能力やレベル
などを客観的に評価できます。

“旅行業は人材で決まる。「旅行業のプロ」とは、
専門の知識を持ち、コンサルティング能力を兼ね備えた人材である。”（榎崎社長）
「受ける」研修から「考える」研修へ　～教える側の意識改革も加わり、効果は無限大に～

ひろでん中国新聞旅行株式会社

会社概要
	 ■所在地／広島市中区　■業種／旅行業　■資本金／１億円

	 ■従業員／60人　　	http://www.topic-tour.co.jp/

訓練概要
	 	■コース名／営業社員登用コース　■訓練生／８人

	 ■訓練期間／平成25年11月より４か月
	 ■種別／有期実習型訓練（キャリア・アップ型）
	 ■平成21年より毎年実施：訓練実施者28人

１．制度活用に取り組んだ目的
　　	高度情報化社会、プロフェッショナルが生き残るには、社員の人材育成が必須。
２．具体的な取り組み
　　	訓練カリキュラム（Off-JT85時間、OJT325時間）、
評価シートを作成。

　　	講師全員が社内。訓練生の相談に、研修担当者を選任
しコミュニケーション、考えることの大切さを認識さ
せる。

３．制度の活用による具体的な効果
　　	教える体制が出来た。訓練生はOff-JT でより深い知
識を学べOJT で大変役立った。仲間で励まし合い、
教え合うことが出来、また、訓練日誌を毎日記入する
ことで課題が見つかり、目標立てが明確になった。一
挙両得。

ジョブ・カード制度
ジョブ・カードを活用した職業訓練を通じ、有能な人材を育成・
確保したい企業と正社員の経験が少ない求職者や新規学卒者との
マッチングを促進する国の制度です。職業訓練を実施する企業で
は、訓練生の適性や能力などを判断したうえで、正社員として継
続雇用できます。また、一定の要件を満たす場合には、国からの
助成金や奨励金を受けられます。

事 業 所 名

連絡先（TEL）

役　職　名 氏　　　名 役　職　名 氏　　　名

説明会以外にも、個別に普及推進員が訪問・説明することも可能です。資料の送付や訪問希望・ご質問などがございましたら、ご記入ください。

※ご記入いただいた情報は、広島商工会議所からの各種連絡・情報提供のために利用することがあります。

ジョブ・カード制度　企業説明会

参 加 申 込 書

ＦＡＸ：０８２－２２２－６６５９ 広島商工会議所
広島県地域ジョブ・カードセンター行

榎崎社長

ひろでん中国新聞旅行株式会社	本社

荒谷主任
（研修担当）

わが社の
経営理念

“３つの夢”の実現
１．顧客満足
２．社員満足
３．黒字経営

人材育成
“企業は人なり”

事例発表企
業 ウェブ動画も使用して発表します。

「ジョブ・カード制度」企業説明会「ジョブ・カード制度」企業説明会

経営者・人事担当者の皆様へ！働く人とのWin-Wi
nの

関係をつくりません
か？

■会　場　　広島商工会議所　２階202号室　（広島市中区基町５－44）
■内　容　　【挨　拶】（13：30～ 13：40）　広島労働局　職業安定部　職業対策課　課長　畑岡　陽子 氏

【説明１】（13：40～ 14：10）

テーマ：｢キャリアアップ助成金について｣
講　師：広島労働局　職業安定部　職業対策課　雇用開発係　足立　誠一 氏

【事例発表】（14：15～ 14：55）

テーマ：｢ジョブ・カード制度を導入した社員教育｣
講　師：ひろでん中国新聞旅行㈱代表取締役社長　榎崎　哲也 氏

【説明２】（15：00～ 15：30）

テーマ：｢ジョブ・カード制度の概要及び導入手続きについて｣
講　師：広島商工会議所　広島県地域ジョブ・カードセンター制度普及推進員　今村　榮一

個別相談会　説明会終了後、専門相談員による個別相談会を行います。（事前予約は不要です）

■主　催　　広島商工会議所　広島県地域ジョブ・カードセンター

よい人材を採用したい！

パートを正社員化したい！

能力評価の手法を知りたい！

人材育成のコストが気になる！

お申し込み・問い合わせ
裏面の申込書により、FAX または郵送にてお申し込み
ください。
なお、参加証は発行いたしませんので、当日、会場へ
直接お越しください。

ジョブ・カード制度を活用した企業から寄せられた声

平成26年７月17日（木）　13：30～15：30

職業訓練を通じて訓
練生の適性や能力を
判断できるので、 ミス
マッチの少ない採用が
できた。 求職者にとっ
ても、 自分の希望する
職業に就けた。

研修を担当する社員は、
教えるために必ず自分の業
務の見直しを行う。これに
より、社員全員の学ぶ意
識の醸成にも繋がり、仕
事への自主性、業務の効
率化等、企業全体のレベ
ルアップが図られた。

社員研修の仕組みを
構築できたのは大き
な収穫。 作成した
訓練カリキュラムを活
かし、 今後もジョブ・
カード制度を活用し
たい。

本所は、地球温暖化防止のための環境行動計画（エコアクショ
ン）の一環として、５月 12 日から 10 月 31 日の間、夏の
軽装運動を実施しております。趣旨をご理解いただき、軽装
でご出席いただければ幸いです。

参加企業募集（定員100名）参加無料

広島商工会議所　広島県地域ジョブ・カードセンター　（担当：寺尾、田野）
〒730-8510　広島市中区基町５-44　TEL 082-222-6658　FAX 082-222-6659

図８　企業説明会チラシ

訓練終了後の面談　男性(26歳)

Ｑ1．OJTとOff−JTを組み合わせた雇用型訓練を受講した感想は

Ａ�．Off−JTにつきましては、日ごろの業務では、なかなか勉強できない、業
法や約款、トラブルの対処事例などを勉強できました。実際の事例などを
交えての講習だったのでこれからの業務に役立つと思いました。
　�　OJTでは、実際に先輩と一緒に、営業現場にでて、Off−JTで勉強してい
ることが参考になる場面もあり、日々知識が身についていることを実感し
ました。また、会社内での勉強ではなかなか体験できない、さりげない会
話の中からお客様の需要を掘り起こし、セールスにつなげていく術や、お
客様との信頼関係の構築をみて、営業としての姿勢や心構えを学ぶことが
出来ました。

Ｑ2．ジョブ・カードへの記載やキャリア・コンサルティングを受けた感想は

Ａ�．ジョブ・カードでは自分の職歴、長所、短所などを棚卸することができ
ました。
　�　今まで、自分を客観的に見つめ直して、書面に書き出すことで、現在の
自分の状況を把握でき、これからの仕事や生活の方向性を見直すことがで
きました。
　�　キャリア・コンサルティングでは、この職種がどのような人が適性があ
るのか、それに即した能力をどのように身につけて行くのかを、自分では
なく、第三者から、客観的にみて、アドバイスを頂いたことにより、今後
の道筋が見えました。

Ｑ3．今後の抱負

Ａ．弊社は広島発着に特化した旅行の企画・実施を行っております。
　�　研修で得た知識を生かし、また地元の方の夢や喜びをサポートする仕事に
付けた喜びを日々感じながら一人一人のお客様に合わせた旅行の提案をして
行きたいと思います。
　�　また、私自身としては、契約社員から正社員になり、ますます仕事に責
任感とやる気に満ち溢れています。実際の仕事の面では、研修で勉強した
ことが役に立っていますが、やはり、壁にあたることがあります。例えば、
「SLやまぐち号とりんご狩り日帰りバスツアー」という旅行を予定していま
したが、山口県を襲った集中豪雨の影響で、SLやまぐち号が運休となりま
した。このように、天候や現地施設の事情により、予定していた行程が実
施できないことがある場合、旅行会社としては、代案を提案しなければな
りません。それはお客様がどのような内容を重視して旅行をしていただけ
るかという「リサーチ力」や元の行程と比べて何が一番差し支えなく実施
ができるかを総合的に考える「知識」や「提案力」が必要になります。そ
の際は、お客様といろいろお話するなかで、食べ物がキーポイントになっ
ておりました。後日、先輩方の意見を参考にさせていただきながら、代わ
りのプランを「浜焼き食べ放題といちご狩り体験」という企画を代替案と
してご提案し、お客様にも満足していただけました。
　�　このような経験をもとに、今後は未然にリスクのある施設については、
お客様に事前によく説明をして、了承していただいたのち契約頂くことが
大切だと感じました。今後はこちらからどんどん提案出来るような営業を
していきたいです。
　�　また、営業として、企画担当に今後の商品企画の参考にしてもらえるよ
う話すことも必要だと感じています。「国際都市広島」の旅行会社社員とし
て地元を元気に、地元のお客様を大切にして会社に貢献していきたいと思っ
ています。

図７　訓練修了後の面談例



－37－ 実践報告

以上に社内講師の成長の機会としてお互い仕事を
深める良い手段になっている。
・�訓練日誌について，自社に合わせて役立つように
改善されている。当社では，制度の理解不足によ
り有効に活用していないところがあり，とても参
考になった。
・�ジョブ・カード制度を採り入れて数年経っており，
カリキュラムの細やかさ，見通し等，熱心な取り組
みの工夫が見られ，とてもうまく活用されている。
・�社内体制（人事考課）の重要性，研修の仕組みづ
くり等，大変勉強になった。
等，他社の経営者や人事担当者からは大いに参考に
なったとの感想，意見が寄せられた。

５．総括

　前々号から引き続き，雇用型訓練を導入した企業
の取り組みにかかる支援と，その結果について報告
した。
　資源の少ないわが国において人口減少，少子高齢
化等課題は多い。国内市場の縮小，低成長と人材の
グローバル化で，日本社会は近い将来，多くの人を
雇用できなくなるとの見方もある。
　そうした中に，非正規雇用労働者の現状は平成５
年から平成15年まで増加し，以降も緩やかに増加し
ている（雇用者全体の36.7%，平成25年）。
　特に職業能力開発機会に恵まれない15～ 24歳の
若年層で，パート，契約社員，嘱託が大きく増加し
ている。
　日本商工会議所と各地商工会議所のジョブ・カー
ドセンター（サポートセンター）は，非正規労働者
の正社員化への取り組みを，平成20年度から行って
いる。さまざまな課題や問題点についての方向性や
解決策を提案してきたが，それらは，厚生労働省も
一緒になった効果的な実施方法等の政策にも反映さ
れてきた。
　ジョブ・カード制度の導入・取り組みによって，
企業が抱える課題，訓練生が抱える悩みを解決して
きたが，この手づくりの人材確保・育成は，最良の
方法であり，企業からも訓練生からも高い評価を得

ている。

　今，国はジョブ・カード様式の更なる普及促進に
向けて，様式の見直しを検討している。
　サポーター企業に普及促進をするうえで，この様
式（様式１，２，３及び評価シート４）の理解と定着
が進んでいる現状においては，雇用型訓練を実施し
てきた全国のジョブ・カードセンター（サポートセ
ンター）としては，様式の変更をしないよう切望し
ている。
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